
決 勝
（ 日・甲子園）

仙
台
育
英
降
す

第

回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
（
日
本
高
校
野
球
連
盟
、
朝
日
新
聞
社
主
催
、
毎
日
新
聞
社

後
援
、
阪
神
甲
子
園
球
場
特
別
協
力
）
は
最
終
日
の

日
、
兵
庫
県
西
宮
市
の
阪
神
甲
子
園
球
場
で

決
勝
を
行
っ
た
。
東
海
大
相
模
（
神
奈
川
）
が
仙
台
育
英
（
宮
城
）
を

｜
６
で
破
り
、
１
９
７
０

年
以
来
、

年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。
東
海
大
相
模
は

回
目
の
出
場
で
、
準
優
勝
し

た
２
０
１
０
年
以
来
と
な
る
３
度
目
の
決
勝
だ
っ
た
。
神
奈
川
勢
の
優
勝
は
、

年
に
春
夏
連
覇
を

果
た
し
た
横
浜
以
来
で
通
算
７
回
目
。
２
年
ぶ
り

回
目
の
出
場
だ
っ
た
仙
台
育
英
は
、
宮
城
勢
と

し
て
初
め
て
決
勝
に
進
ん
だ

年
に
続
く
準
優
勝
だ
っ
た
。

東
海
大
相
模
は
一
回
、
千
野
の
左

前
打
を
足
が
か
り
に
１
死
二
塁
と

し

杉
崎

豊
田
の
連
続
適
時
長
短
打

で
２
点
を
先
取
し
た
。さ
ら
に
三
回
、

連
打
な
ど
で
１
死
一
、
二
塁
と
し
、

磯
網
の
左
前
適
時
打
、
長
倉
の
左
翼

線
適
時
二
塁
打
で
２
点
を
加
え
た
。

仙
台
育
英
は
そ
の
裏
、
敵
失
な
ど

で
１
死
二
塁
と
し
、
青
木
の
中
前
適

時
打
で
１
点
。
さ
ら
に
平
沢
の
二
塁

打
で
二
、
三
塁
と
し
、
郡
司
、
百
目

木
の
連
続
適
時
打
で
、
こ
の
回
計
３

点
を
返
し
た
。

東
海
大
相
模
は
四
回
、
宮
地
の
左

越
え
適
時
二
塁
打
と
豊
田
の
左
前
適

時
打
で
２
点
を
加
え
た
。

仙
台
育
英
は
六
回
、代
打
・
西
巻
、

谷
津
の
連
打
な
ど
で
２
死
満
塁
と

し
、
佐
藤
将
の
中
越
え
３
点
適
時
三

塁
打
で
追
い
つ
い
た
。

東
海
大
相
模
は
九
回
、
先
頭
・
小

笠
原
の
右
中
間
本
塁
打
で
勝
ち
越

し
。
さ
ら
に
宮
地
、
杉
崎
、
豊
田
の

３
連
続
長
短
打
な
ど
で
こ
の
回
計
４

点
を
挙
げ
た
。

東
海
大
相
模
の
小
笠
原
は
九
回
を

無
得
点
に
抑
え
、
完
投
し
た
。

仙
台
育
英
を
降
し
て
優
勝
し
喜
ぶ
東
海
大
相
模
の
選
手
た
ち
‖
阪
神
甲
子
園
球
場
で
20
日
、
大
西
岳
彦
撮
影

仙台育英 ００３

東海大相模 ２０２

００３

２００ ００４

０００６

（神奈川）

（宮 城）
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